


コメント

私が子供の頃、狐を見たことがなかった。戦後暫くしてから、獲り尽くされ

ていた狐や鹿が姿を現したこの世界は、なんと神秘的に映ったことか。

私たちはすべての生き物と共に生きている。伝統に則り祭祀を執り行う

アイヌを誇りに思う。日川エカシの言葉は、生き物すべてに畏敬の念を

持っていたことの表れ。この映像はアイヌの生活・風習・儀式に関する永

久に残すべき遺産。

宇梶静江（アイヌ伝統かたりベ・古布絵作家・詩人）

動物を我が子のように育て、それを屠って魂をカムイの世界にいる両親の

元に送り返す。そのことの意味を十分に理解していた人たちが大勢いた

時代の記録。 35 年前に行われたアイヌの「狐送り」の映像が今公開され

る。アイヌの精神文化・世界観を学ぶまたとない教科書であり、アイヌ文

化を未来につなぐための貴重な遺産である。

中川裕（『ゴールデンカムイ」アイヌ語監修）

私たちは生きているだけで、想像しきれないほどたくさんの動物の死骸の

上に立っている。

自然との共生が謳われる今、自らの命を肯定しながら、自らの残酷さと

どう折り合いをつけたらいいのだろう。

アイヌの人々の築いた信仰が、その一つの答えとして、生々しく身体的に、

35 年の時を経て現代の私たちに、同じ問いを投げかけてくる。

コムアイ（アーティスト）

紹介

司祭者：日川善次郎

1911 年生まれ。日高・沙流J II 地方の出身で、不世出のアイヌ神事の伝承者

として知られ、道内各地の儀式で司祭を務めた。 1990 年に 79 歳で逝去。妻

キヨもアイヌ歌謡とムックリ（口琴）の名手であった。

監督：北村皆雄

1942 年長野県生まれ。ドキュメンタリー映画監督。 1960 年代より、アジアや

沖縄・日本各地をフィールドに、映像人類学・民俗学を掲げ百を超える映

画・テレビ番組を撮り続けてきた。代表作に『カベールの馬』 (1969 年）、『ア

カマタの歌』 (1973 年）、『見世物小屋』 (1997 年）、「ほかいびと』 (2011

年）、『冥界婚』 (2016 年）など。

クレジット

監督．北村皆雄／語り：豊川容子／音楽：豊川容子十ni n cup／監修・カムイノミ対

語訳：中川裕／企画・スチル’堤大司郎／制作：三浦庸子／撮影：柳瀬裕史•森

照通・明石太郎／撮影協力田中基／編集：北村皆雄・門馬一平／音響・整音

斎藤恒夫／レストア：大山祐太朗／ポスプロ技術：浜田亮／ポスプロ進行：遠藤協

／ポスプロデスク：渡邊有子／宜伝美術岩田和憲／宣伝協力’スリーピン
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